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 
本研究は､ 心理学など他領域の文献､ および､ 困難事例への対応が記された看護文献から､ リフレーミングの定義､
および､ リフレーミングを促す技術を抽出することを目的とした｡ 本研究のデザインは､ 国内の既存の文献をカテゴリー
分類によって分析する文献レビューであり､ 心理学などの文献からリフレーミングの定義を抽出し､ 次に心理学および
看護領域の文献から､ リフレーミングの定義に当てはまり､ かつリフレーミングを促す技術について具体的な記載があ
る文献を選択し文献検討を行った｡ その結果､ 『情緒的サポート』 『意味の捉えなおし』 『強化』 という３つの大カテゴリー､
｢感情表出を促す｣ ｢保証する｣ ｢支持的にかかわる｣ ｢人の視点に立ってみる｣ ｢逆説的にものを見る｣ ｢変化に注目する｣
｢比較する｣ ｢知識を提供する｣ ｢見方のモデルを提示する｣ ｢体験させる｣ ｢強化する｣ という11の中カテゴリーに分類さ
れる技術が抽出された｡ 専門看護師がより効果的なリフレーミングを促す技術を用いていることが示唆され､ 今後の研
究課題は､ 専門看護師の技術を明らかにし､ 困難事例に対しても質の高い看護ケアを提供することや､ 卓越した技術の
教育を考える資料につなげることである｡
	
   
   
＊高知県立大学看護学研究科 ＊＊高知県立大学看護学部






















































献が抽出された｡ 心理学27件､ 教育学７件､ 心
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技術である｡ これは､ ｢感情表出を促す｣ ｢保証
する｣ ｢支持的にかかわる｣ の３つの技術に分










































































































































































































ト』 『意味の捉え直し』 『強化』 で説明できるこ
とが明らかになったと考える｡ 『意味の捉え直





と､ いくつかの違いも考察された｡ 例えば､ 他
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